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第1章 計画の概要  

豊中市が管理する横断歩道橋は、令和３年（２０２１年）３月現在で１４橋あります。

横断歩道橋は、安全に車道を横断することができる交通安全施設として、その多くが通

学路として指定され、これまで歩行者の交通安全に貢献してきました。しかし、１９６

０年代から経済成長とともに自動車の普及が進む中で建設されたものが多いことから、

道路橋と同様に高齢化橋梁の増加が懸念されていました。このことから、平成１９年度

（２００７年度）に、利用状況や点検による損傷状況を把握し、計画的な維持修繕の推

進を目的とした「立体横断施設（横断歩道橋）基本計画」（以下、「第１期計画」という。）

を策定しました。 

また、平成２６年（２０１４年）に、国において公布された「道路の維持修繕に関す

る省令・告示」にて、国が定める統一的な基準により、５年に１回の頻度で、近接目視

により点検を行うことが基本となったことから、平成２７年度（２０１５年度）には２

巡目となる点検を近接目視にて行い、平成２９年（２０１７年）１月には「豊中市横断

歩道橋長寿命化修繕計画」（以下、「第２期計画」という。）を改定しました。現在は第２

期計画に基づき、修繕・更新工事に取り組んでいます。 

今般、第２期計画策定から５年が経過し、今後も長寿命化を含む適切な維持管理の推

進を図るため、３巡目となる点検を実施し、「豊中市横断歩道橋長寿命化修繕計画（第３

期）」（以下、「第３期計画」という。）を改定するものです。なお、計画期間は今後１０

年間とし、５年毎の定期点検の結果等に伴い見直しを行います。 

 
 

■横断歩道橋の高齢化 

対象の 1４橋は 1960 年後半から 1980 年前半までの約 15 年間で架設しています。

現在、建設後 50 年を経過する橋梁は８橋（５７％）あり、５年後には 1０橋（７１％）、

そして１0 年後には全ての横断歩道橋が建設後 50 年を経過することで、橋梁の高齢化

が着実に進行しています。 

 
 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1.1 高齢化橋梁（建設後 50 年を経過した橋梁）の割合  
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国では、平成１９年度（２００７年度）に橋梁の長寿命化修繕計画策定事業を創設し、

その後、定期点検（近接目視）の義務化や定期点検要領の策定を行ってきました。また、

大阪府でも、定期点検要領の策定を行ってきました。 

豊中市においても、こうした国や府の方針や告示を踏まえ、定期点検を実施し、予防

保全の考え方に基づき、計画的な維持管理に取り組んでいます。 
 

表 1-1 これまでの経緯と豊中市の取組 
年度 豊中市の取組 国 大阪府 

平成 19 年度 

点検要領の変更 
 大阪府歩道橋定期点検要領 長寿命化修繕計画策定事業費補助制度

の創設 
 

定期点検 1 回目（遠望目視） 
第 1 期計画策定 

平成 20～24 年度    

平成 25 年度  インフラ長寿命化基本計画  

平成 26 年度 

 インフラ長寿命化計画（行動計画）  
定期点検方針の改定 
 遠望目視から近接目視に改定 
 4 段階の健全性診断を追加 

定期点検に関する省令・告示公布 
 5 年に 1 回の近接点検の義務化 
 健全性を 4 段階に区分 

 

点検要領の変更 
 国の横断歩道橋 

定期点検要領の策定 
 横断歩道橋定期点検要領 

 

 
社会資本のメンテナンス情報に関わる
３つのミッションとその推進方策 

 

平成 27 年度 定期点検 2 回目（近接目視）   

平成 28 年度 第２期計画改定  
大 阪 府 歩 道 橋 定 期
点検要領の改定 

平成 29 年度 
点検要領の変更 
 大阪府歩道橋定期点検要領に変更 

  

平成 30 年度  
定期点検要領の改定 
 横断歩道橋定期点検要領 

 

令和元年度    

令和２年度 定期点検 ３回目（近接目視） 道路メンテナンス事業補助制度の創設  

令和３年度 第３期計画改定   

 

平成 19 年度（20０７年度）に策定した第 1 期計画に基づき、計画期間内に 6 橋の

修繕を行い、平成２８年度（2016 年度）に改定した第２期計画に基づき、計画期間内

に３橋の修繕と曽根歩道橋の撤去を行いました。 

これまでの取組みの結果、全体 14 橋のうち９橋（６4％）が改善したことになりま

す。 

 
表 1-2 第 1 期・第２期計画の達成状況 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

No. 橋梁名 主な履歴 

1 北条歩道橋 平成２１年度修繕済 

2 熊野田歩道橋 平成２２年度修繕済 

3 小曽根歩道橋 平成２４年度修繕済 

4 豊南町南歩道橋 平成２５年度修繕済 

5 二葉町歩道橋 平成２６年度修繕済 

6 高川歩道橋 平成２８年度修繕済 

7 北桜塚歩道橋 平成２８年度修繕済 

8 上野歩道橋 平成２９年度修繕済 

9 長興寺歩道橋 令和２年度修繕済 

10 蛍池北町歩道橋 未修繕 

11 稲津町１丁目横断歩道橋 未修繕 

12 野田小曽根線歩道橋 未修繕 

13 名神口歩道橋 未修繕 

14 豊南歩道橋 未修繕 

15 曽根歩道橋 撤去済 

※1 ■ は第 １期 計画 期間 内で の 修繕 済の 橋梁 を示 しま す。  

※2 ■ は第 ２期 計画 期間 内で の 修繕 済の 橋梁 を示 しま す。  

※3 ■ は撤 去済 の橋 梁を 示し ま す。  
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表 1-3 第 1 期計画に基づく横断歩道橋の修繕実施状況 

年度 橋梁名 修繕前 主な修繕内容 修繕後 

平
成

21
年
度 

北条 
歩道橋 

  
橋脚修繕 
塗装 
橋面舗装 
防水 
裾隠・目隠し板設置 
手摺設置 
 
 
 

 

平
成

22
年
度 

熊野田 
歩道橋 

  
橋脚修繕 
塗装 
橋面舗装 
防水 
 
 
 
 
 

 

平
成

24
年
度 

小曽根 
歩道橋 

  
橋脚修繕 
塗装  
橋面舗装 
防水 
 
 
 
 
 

 

平
成

25
年
度 

豊南町南 
歩道橋 

 
 
鋼材修繕 
塗装  
橋面舗装 
防水 
裾隠・目隠し板設置 
落橋防止装置設置 
 
 
 
 

 

平
成

26
年
度 

二葉町 
歩道橋 

 
 
鋼材修繕 
コンクリート修繕 
塗装 
橋面舗装 
防水 
裾隠・目隠し板設置 
落橋防止装置設置 
 
 

 

平
成

28
年
度 

高川 
歩道橋 

 
 
コンクリート修繕 
塗装 
橋面舗装 
防水 
目隠し板設置 
落橋防止装置設置 
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表 1-4 第２期計画に基づく横断歩道橋の修繕実施状況 

年度 橋梁名 修繕前 主な修繕内容 修繕後 

平
成

28
年
度 

北桜塚 
歩道橋 

  

塗装  

橋面舗装 

防水 

裾隠・目隠し板設置 
落橋防止装置設置 

 

 

平
成

29
年
度 

上野 
歩道橋 

  
コンクリート修繕 

塗装  

橋面舗装  

防水 

裾隠・目隠し板設置 
落橋防止装置設置 

 

 

令
和
２
年
度 

長興寺 
歩道橋 

  
コンクリート修繕 

塗装  

橋面舗装  

防水 

手摺設置 

落橋防止装置設置  
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第 3 期計画では、撤去方針としていた豊南歩道橋が通学路に指定されたことから撤

去対象外とし、14 橋の点検を行いました。 

14 橋の健全度判定結果は、Ⅲ：2 橋、Ⅱ：3 橋、Ⅰ：9 橋となりました。 

 
 

表 1-5 健全度判定結果一覧 

No. 橋梁名 修繕年度 点検年度 
省令・告示に 

基づく判定 

1 長興寺歩道橋 2020 2020 Ⅰ 

2 二葉町歩道橋 2014 2020 Ⅰ 

3 上野歩道橋 2017 2020 Ⅰ 

4 北桜塚歩道橋 2016 2020 Ⅰ 

5 豊南町南歩道橋 2013 2020 Ⅰ 

6 豊南歩道橋 
 

2020 Ⅲ 

7 小曽根歩道橋 2012 2020 Ⅰ 

8 熊野田歩道橋 2010 2020 Ⅰ 

9 野田小曽根線歩道橋 
 

2020 Ⅱ 

10 稲津町 1 丁目横断歩道橋 
 

2020 Ⅱ 

11 高川歩道橋 2016 2020 Ⅰ 

12 名神口歩道橋 
 

2020 Ⅱ 

13 北条歩道橋 2009 2020 Ⅰ 

14 蛍池北町歩道橋 
 

2020 Ⅲ 

  

 
表 1-6 省令・告示に基づく判定区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.2 健全度評価結果 

 

区分 状態 

Ⅰ 健全 
構造物の機能に支障が生じ

ていない状態 

Ⅱ 予防保全段階 

構造物の機能に支障が生じ

ていないが、予防保全の観

点から措置を講ずることが

望ましい状態 

Ⅲ 早期措置段階 

構造物の機能に支障が生じ

る可能性があり、早期に措

置が講ずべき状態 

Ⅳ 緊急措置段階 

構造物の機能に支障が生じ

ている、又は生じる可能性

が著しく高く、緊急に措置

を講ずべき状態 

9 橋

(64%)

3 橋

(22%)

2 橋

(14%)

判定Ⅰ 健全
判定Ⅱ 予防保全段階
判定Ⅲ 早期措置段階
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横断歩道橋の 12 時間通行量を調査した結果、通学路として指定されているほとんど

の横断歩道橋において児童・学生の割合が過半数を占めており、児童に対する有効な安

全対策としての必要性が確認できました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3 横断歩道橋利用者（調査区分毎）   

学生
2人
2%

高齢者
48人
51%

一般
45人
47%

１．長興寺 児童
2人
5%

高齢者
12人
31%一般

23人
59%

自転車
2人
5%

２．二葉町

児童
115人
85%

学生
2人
1%

高齢者
1人
1%

一般
17人
13%

３．上野

児童
16人
6%

学生
220人
87%

一般
17人
7%

４．北桜塚

児童
52人
44%

学生
4人
3%

高齢者
4人
3%

一般
30人
25%

自転車
29人
25%

５．豊南町南

児童
1人
14%

学生
2人
29%

一般
4人
57%

６．豊南

児童
253人
98%

高齢者
1人
0.4%

一般
5人
2%

７．小曽根

児童
715人
97%

学生
1人
0.1%

高齢者
10人
1%

一般
15人
2%

８．熊野田

児童
140人
88%

高齢者
1人
1%

一般
18人
11%

９．野田小曽根線

児童
27人
69%

高齢者
3人
8%

一般
9人
23%

１０．稲津町１丁目

児童
152人
87%

学生
1人
0.6%

高齢者
1人
0.6%

一般
21人
12%

１１．高川

児童
37人
90%

学生
1人
3%

一般
3人
7%

１３．北条

児童
107人
66%学生

13人
8%

高齢者
4人
3%

一般
38人
23%

１４．蛍池北町

高齢者
9人
12%

一般
63人
85%

自転車
2人
3%

１２．名神口

計175人計39人

計159人計741人計259人

計7人計119人計253人

計39人計95人 計135人

計162人計41人

計74人

通 学 路 指 定  

児 童 ・ 学 生 割 合  

86% 

通 学 路 指 定  

児 童 ・ 学 生 割 合  

47% 

通 学 路 指 定  

児 童 ・ 学 生 割 合  

43% 

通 学 路 指 定  

児 童 ・ 学 生 割 合  

93% 

通 学 路 指 定  

児 童 ・ 学 生 割 合  

88% 

通 学 路 指 定  

児 童 ・ 学 生 割 合  

69% 

通 学 路 指 定  

児 童 ・ 学 生 割 合  

88% 

通 学 路 指 定  

児 童 ・ 学 生 割 合  

97% 

通 学 路 指 定  

児 童 ・ 学 生 割 合  

98% 

通 学 路 指 定  

児 童 ・ 学 生 割 合  

74% 

凡例 

 

■ 児童   ■ 学生 

■ 高齢者    

■ 身体障害のある人 

■ 一般   ■ 自転車 
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第2章 修繕計画対象橋梁  

第３期計画の対象とする横断歩道橋は以下の表に示す１４橋とし、修繕計画対象とす

る横断歩道橋は、点検結果に基づき健全度Ⅱ以上と判定した５橋を対象とします。 

 
 
 

表 2-1 計画対象及び修繕計画対象とする横断歩道橋 

No 橋梁 名  所在 地  
橋長  

※ 跨 道 部  

(m)  

通路  
幅員  
(m) 

架設  
年次  
(年) 

路下  
条件  

最終  
塗装  

(年度) 

修繕  
履歴  

(年度) 

通
学
路  
指
定  

健
全
度 

修繕  
計画  
対象  

1 長興 寺歩 道橋  長興 寺南 4 丁 目  16.0 1.5 1971 神崎 刀根 山線  2020 2020  Ⅰ   

2 二葉 町歩 道橋  大島町 3 丁目  47.2 1.5 1981 神崎 刀根 山線  2014 2014  Ⅰ   

3 上野 歩道 橋  上野東 2 丁目  31.5 1.5 1969 上野 新田 線  2017 2017 〇  Ⅰ   

4 北桜 塚歩 道橋  北桜塚 4 丁目  19.7 1.5 1975 曽根 箕面 線  2016 2016  Ⅰ   

5 豊南 町南 歩道 橋  豊南 町南 5 丁 目  33.5 2.0 1980 神崎 刀根 山線  2013 2013 〇  Ⅰ   

6 豊南 歩道 橋  豊南 町西 3 丁 目  16.6 1.5 1968 神崎 刀根 山線  1995  〇  Ⅲ  〇  

7 小曽 根歩 道橋  小曽根 1 丁目  16.9 1.5 1967 神崎 刀根 山線  2012 2012 〇  Ⅰ   

8 熊野 田歩 道橋  赤阪 1 丁 目  17.3 1.5 1968 神崎 刀根 山線  2010 2010 〇  Ⅰ   

9 野田 小曽 根線 歩道 橋  豊南 町東 1 丁 目  26.2 1.5 1979 野田 小曽 根線  1995  〇  Ⅱ  〇  

10 稲津町 1 丁目 横断 歩道 橋  稲津町 1 丁目  17.0 1.5 1976 稲津 町第 15 号 線  1989  〇  Ⅱ  〇  

11 高川 歩道 橋  浜 4 丁目  15.7 1.5 1969 神崎 刀根 山線  2016 2016 〇  Ⅰ   

12 名神 口歩 道橋  名神口 2 丁目  77.3 1.5 1967 
阪神 高速 道路  
11 号池田 線  

1990   Ⅱ  〇  

13 北条 歩道 橋  北条町 1 丁目  20.4 1.5 1979 神崎 刀根 山線  2009 2009 〇  Ⅰ   

14 蛍池 北町 歩道 橋  蛍池 北町 2 丁 目  15.5 1.5 1968 大阪 国際 空港 線  2005  〇  Ⅲ  〇  

 

  

第２章 修繕計画対象橋梁 
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図 2.1 横断歩道橋位置図   

□：修繕計画対象 
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第3章 基本方針 

定期点検は、5 年に 1 回の頻度で近接目視により、定期点検に必要な知識と技能を有

する者により実施します。 

 

横断歩道橋の健全性は、定期点検に関する省令・告示で求められる 4 段階の分類に基

づいて区分し、豊中市では区分に応じて以下の方針で横断歩道橋の管理を行っていきま

す。 

 
 

 区分がⅢ（早期措置段階）の橋梁については、次回点検まで（5 年以内程度）に措

置を行います。 

 区分がⅡ（予防保全段階）の橋梁については、原則、Ⅲの橋梁の措置が完了した

後、必要に応じて 10 年以内程度に措置を行います。 

 今後の定期点検で、区分がⅣ（緊急措置段階）の橋梁が発見された場合には、最優

先で措置を行います。 

 
 

表 3-1 健全性の判定区分と豊中市の管理区分 

省令・告示に基づく判定区分 豊中市 

区分 状態 管理区分 横断歩道橋数  

Ⅰ 健全 
構造物の機能に支障が生じていな

い状態 
修繕不要 9 

Ⅱ 
予防保全

段階 

構造物の機能に支障が生じていな

いが、予防保全の観点から措置を

講ずることが望ましい状態 

ライフサイクルコス

トの観点から措置す

ることが望ましい 

3 

Ⅲ 
早期措置

段階 

構造物の機能に支障が生じる可能

性があり、早期に措置が講ずべき

状態 

5 年以内に措置 2 

Ⅳ 
緊急措置

段階 

構造物の機能に支障が生じてい

る、又は生じる可能性が著しく高

く、緊急に措置を講ずべき状態 

応急措置を行った上

で速やかに措置 
0 

 
 
 
  

第３章 基本方針 
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第３期計画の修繕優先度を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修繕優先度の考え方 

 

 

 

優先事項1) 健全度評価 

定期点検の健全度診断結果に基づき、健全度が低い（劣化している） 

横断歩道橋を優先します。 
 

優先順：「判定Ⅳ→判定Ⅲ→判定Ⅱ→判定Ⅰ」 

 

 

優先事項2) 耐荷力・耐久性 

耐荷力・耐久性に与える影響が大きい損傷のある横断歩道橋を優先しま

す。 
 

優先順：「対象部材での損傷等級がD以上の健全度（HI）の低い順」 

■対象部材 

【主部材】 

・主桁、横桁、縦桁、床版、橋脚、橋台、基礎、支承、落橋防止施設 

【二次部材】 

・横桁、対傾構 

■対象損傷 

・等級D「顕著」または等級E「深刻」 

※対象部材の等級が D 以上あっても範囲が極めて小さいものや軽微なものは対象外とします。 

※健全度（HI）とは、大阪府歩道橋定期点検要領に基づき算出される健全度指標HI（Health 

Index）のことを言います。 

 

優先事項3) 重要路線 

災害時における避難路および輸送路としての機能確保を図る観点から緊急

交通路を跨ぐ横断歩道橋を優先します。 
 

優先順：「広域緊急交通路→地域緊急交通路→指定無し」 

 

優先事項4) 利用状況 

通行者の安全確保を図る観点から利用者の多い横断歩道橋を優先します。 
 

優先順：「利用者数の多い順」 

 

※上記の優先事項1)～4)に関わらず、第三者被害防止に関わる損傷については、発見次第速やかに対

応します。 
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新技術等の活用方針 

新技術等活用の基本方針 

定期点検の効率化や高度化、修繕等の措置の省力化・縮減を図るため、「点検支援技術

性能カタログ（案）」や「新技術情報システム（NETIS）」に掲載されている新技術等の

活用を行います。 

 
新技術の比較検討の実施 

修繕 

修繕工法の選定にあたっては、費用の縮減や事業の効率化などを図るための対策案の

比較検討において、従来工法のみでなく新工法や新材料などの新技術等を加えた比較検

討などを実施します。 

 
点検 

点検費の縮減や点検の効率化を図るための比較検討において、「点検支援技術性能カタ

ログ（案）」に掲載されている技術や、その他近接目視点検を充実・補完・代替する技術

などの活用検討を実施します。 

 
新技術等の活用目標（短期的な数値目標） 

令和 8 年（2026 年）までに、管理する 14 橋全てについて、修繕や点検等に係る新

技術の活用の検討を行うとともに約 1 割の橋梁で費用の縮減や事業の効率化等の効果が

見込まれる新技術等を活用することを目標とします。 

 
 

費用の縮減に関する具体的な方針 

新技術等による費用縮減の具体方針 

横断歩道橋の修繕に係る費用の約半分を塗装塗替え工が占めるため、最新の防食技術

の導入を図り、修繕費の約 1 割程度縮減することを目指します。また、

、撤去条件に該当する横断歩道橋は撤去を検討します。 

 
費用縮減の数値目標（短期的な数値目標） 

予防保全型の維持管理に着手することで、50 年間で 22％の維持管理費を縮減するた

めに、令和 8 年（2026 年）までに健全度Ⅱ以上の横断歩道橋の修繕を完了させます。 

令和 8 年（2026 年）までに修繕する橋梁の約 4 割で費用の縮減や事業の効率化等の

効果が見込まれる新技術を活用し、費用を約 1 割程度縮減することを目標とします。 
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第4章 長寿命化修繕計画 

修繕優先度の考え方に基づき策定した長寿命化修繕計画を、以下に示します。 

 
 

表 4-1 横断歩道橋長寿命化修繕計画 

優
先
順
位 

橋梁名 

架設 

年次 

(年) 

最終 

修繕 

(年度) 

通
学
路
指
定 

健
全
度 

年次計画 

令和 3 年 

(2021) 
～ 

令和 12 年 

(2030) 

1 蛍池北町歩道橋 1968 2005 〇 Ⅲ 修繕    点検     点検 

2 豊南歩道橋 1968 1995 〇 Ⅲ   修繕  点検     点検 

3 名神口歩道橋 1967 1990   Ⅱ     点検 修繕    点検 

4 野田小曽根線歩道橋 197９ 1995 〇 Ⅱ    修繕 点検     点検 

5 稲津町 1 丁目横断歩道橋 197６ 1989 〇 Ⅱ     点検 

修繕 
    点検 

6 上野歩道橋 1969 2017 〇 Ⅰ     点検     点検 

7 熊野田歩道橋 1968 2010 〇 Ⅰ     点検     点検 

8 小曽根歩道橋 1967 2012 〇 Ⅰ     点検     点検 

9 北桜塚歩道橋 1975 2016  Ⅰ     点検     点検 

10 高川歩道橋 1969 2016 〇 Ⅰ     点検     点検 

11 豊南町南歩道橋 1980 2013 〇 Ⅰ     点検     点検 

12 長興寺歩道橋 1971 2020   Ⅰ     点検     点検 

13 北条歩道橋 1979 2009 〇 Ⅰ     点検     点検 

14 二葉町歩道橋 1981 2014   Ⅰ     点検     点検 

※本計画は今後 10 年間の計画を示していますが、5 年毎に実施する定期点検に合わせ、計画の見直しを行います。 

 
 
 
 
 

第４章 長寿命化修繕計画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

豊中市横断歩道橋長寿命化修繕計画(第３期) 

 

令和３年（２０２１年）８月 

 

豊中市都市基盤部基盤整備課 
 

〒561-8501 豊中市中桜塚３丁目１番１号 

ＴＥＬ：０６－６８５８－２６８７ 

ＦＡＸ：０６－６８５４－０４９２ 

E-mail：douroiji_keikaku@city.toyonaka.osaka.jp 


